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減災イノベーション 

脱線した上越新幹線の車両

市内31カ所の仮設住宅に、1,841世
帯、5,704人が入居。避難生活は最長
で３年２カ月に及びました

妙見町の土砂崩れ現場。男の子が奇跡的に救出され
た一方で、２人の尊い命が失われました

指定避難所は73カ所。最高時で６万４千人が
避難生活を強いられました
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時代の変化に対応
した防災活動を

被災地支援や防災
の啓発活動を行う
中越市民防災
安全士会会長
岸　和義さん

山古志は、新しいこ
とに挑戦する場に

山古志地域で震災
からの復興に尽力
中越防災フロンティア
理事長
田中　仁さん

　震災の教訓を活かした被災地支援
を通じて、被災地のニーズや支援方
法の変化を目の当たりにしました。
減災への先進技術と同じように、防
災の知識も進化しています。私たち
もその変化に対応しながら、自主防
災会の活性化など市民の防災力向上
に取り組みます。
★�中越市民防災安全士会は９月、市民への防災
の啓発活動が評価され、市内初の「防災担当
大臣表彰」を受賞しました

　この15年間、山古志の復興にまい
進するとともに、地域のこれからを
考えてきました。
　山古志は、人口減少や公共交通な
ど中山間地特有の問題が凝縮してい
ます。だからこそ、自動運転の実証
実験のような新しい試みを受け入れ
ます。今後も住み良い地域であり続
けるために、挑戦をしていく場であ
ることを発信していきたいです。

復旧の効率化へ！
被害状況を瞬時に共有 搬送を素早く

フェニックスネット
水
道 救

急

ドローンで土砂災害から
迅速救助！捜

索
　災害現場から一刻も早く救助するため、消防本部に
２台のドローン（小型無人飛行機）を配備します。震
災時に中山間地域で発生した土砂災害現場では、消防
隊員が簡単に近づくことができず、被害状況の把握が
困難でした。小回りが利くドローンで上空から情報収
集を行うことで、救助の手掛かりを見つけます。
問消防本部警防課Ｔ35・2169

　災害時や漏水事故の際に、被害や
復旧の状況をタブレット端末で瞬時
に情報共有できるシステムを、県内
で初めて導入します。震災では市内
の大部分が断水し、状況把握に時間
がかかったことから、水道局と現場
で情報をいち早く把握して効率的な
復旧活動を行います。
問水道局工務課Ｔ34・1414

　「犠牲になられた方々への追悼｣「支援への感謝」
「復興への誓い」を地域で共有し、全国へ発信する
ため、市民が主体となって復興イベントを開催します。

●中越大震災15周年記念行事（10月23日㈬）
会場：アオーレ長岡
時間＝午後３時～４時　内15周年記念行事、献花
台の設置、復興の灯り　定50人抽選　申10月16日
㈬までに地域振興戦略部Ｔ39・2515へ
会場：山古志体育館
時間＝午前９時～午後７時　内ありがとう広場、

復興の灯り、追悼式典　問
山古志住民会議Ｔ59・2301
会場：川口運動公園
時間＝午後４時～６時30分
内追悼のつどい、キャンド
ル点灯、バルーンリリース
問震災復興おかげ様感謝
デー実行委員会Ｔ89・3620

●「復興の象徴」である錦鯉約500尾を出品
　長岡市錦鯉品評会
時10月20日㈰正午～午後３時　場山古志支所前
駐車場　問農水産政策課錦鯉ブランド戦略室Ｔ
39・2223

未来に語り継ぐ 10.23

　かかりつけの医療機関や薬の種類、緊
急連絡先などを登録できるシステムです。
災害でみなさんの情報が紛失しても、事
前に登録した情報を救急隊員がタブレッ
ト端末で調べ、素早い搬送や治療につな
げます。
問長寿はつらつ課Ｔ39・2268
　消防本部警防課

問地域振興戦略部
　Ｔ39・2515
　危機管理防災本部
　Ｔ39・2262

▲震災時の水道
復旧現場

※内・問などの略字の見方は12ページをご覧ください


